
永
平
辮
道
話
流
通
考

(績
)

遠

藤

孝

次

郎

徳
雲
寺
藏
眞
蹟
辮
道
話
の
拝
爲
を
言
ふ
も
の
と
し
て
、
先
に
洞
雲

の

傳
ふ
る
如
く
、
延
寳
年
間
大
乗
寺
月
舟
の
室
内
に
其
の
墓
書
あ
り
、
同

六
年
洞
雲
之
を
謄
爲
す
と
な
す
に
、
今
其
の
所
在
を
聞
か
ざ
る
も
、
洞

雲
本
に
依
る
貞
享
四
年
洞
雲
再
爲
及
び
寳
暦
五
年
萬
光
謄
爲
の
二
本
あ

り

(前
出
)
、後
に
し
て
は
玄
透
同
眞
蹟
の
書
爲
を
得
て
天
明
八
年
之
を

壽
梓
す

る
あ
り
、
又
直
に
同
眞
蹟
と
校
誤
す
と
な
す
元
緑
五
年
爲
龍
珠

院
本

(
前
出
)
あ
る
こ
と
を
知
る
。
而
し
て
是
等
は
其
の
標
榜
す

る
所

に
依
ら
ば
、

一
見
眞
蹟
辮
道
話
を
拝
覧
す
る
に
庶
幾
し
と
謂
つ
べ
き
が

如
し
。
然
れ
ど
も
後
に
委
説
す
る
が
如
く
、
洞
雲
再
爲
本
並
に
萬
光
本

共
に
改
易
を
加

へ
て
爾
者
全
同
に
非
ず
。
玄
透
本
亦
少
か
ら
ず
改
易
、

其
の
跡
歴
然
と
し
て
前
二
者
と
相
違
す
る
所
あ
り
、
龍
珠
院
本
に
至
て

は
固
り
眞
蹟
の
拝
謄
に
非
ず
、

そ
れ
と
異
る
所
無
し
と
言
ひ
難
し
。
乃

ち
四
本
を
覆
校
す
る
に
互
に
相
違
す
る
所
勘
少
な
ら
ず
、
從
て
是
等
に

よ
り
遽

か
に
眞
蹟
辮
道
話
の
原
文
を
定
む
る
こ
と
能

は
ず

と
言
ふ

べ

し
。
但
四
本
に
就
て
見
る
に
、
洞
雲
本
、
龍
珠
院
本
は
相
親
く
、
萬
光

本
、
玄
透
本
は
互
に
相
違
す
る
所
少
か
ら
ず
、

且
つ
爾
者
は
前
二
本
は

固
り
、
他
の
傳
爲
本
と
亦
少
か
ら
ず
相
異
る
所
あ
る
を
見
る
。
是
等
の

中
に
於
て
萬
光
本
は
衛
藤
即
慮
校
註

正
法
眼

藏
辮
道
話

(昭
和
十
三

年
。
岩
波
文
庫

正
法
眼
藏
)
の
校
合
に
學
げ
ら
れ
て
、
其

の
異
文
を
註

記
に
留
め
、
又
玄
透
本
は
天
明
八
年
刊
刻
の
後
長
く
學
人
の
依
用
す
る

所
た
る
に
併
せ
て
、
之
に
負
ふ
所
あ
る
寛
政
八
年
上
梓
永
平
寺
版

正

法
眼
藏
辮
道
話
亦
世
に
行
は
る

こ
と
既
に
久
し
く
、
近
年
又
永
平
正

法
眼
藏
刊
行
の
中
に
は
、
故
ら
に
永
平
寺
版
に
依
ら
ず
、
遡
て
古
爲
七

十
五
帖
本
、
十
二
帖
本
、
六
十
帖
本
に
基
か
ん
と
す
る
者
あ
る
に
、
其

の
含
ま
ざ
る
辮
道
話
を
ぱ
拾
遺
と
し
て
増
廣
す
る
に
、
專
ら
玄
透
本
の

覆
印
を
以
て
之
に
充

つ
る
あ
り
。
洞
雲
本
及
び
玄
透
本
共
に
眞
蹟
に
依

る
と
號
す
る
に
よ
り
、
學
侶
恐
く
は
是
等
を
以

て
眞
蹟

の
原
文
と
な
す

べ
し
。
然
る
に
以
下
述
ぶ
る
如
く
、何
れ
も
改
易
を
施
す
所
少
か
ら
ず
、

直
ち
に
之
を
以
て
原
文
と
見
倣
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
太
だ
分
明
な
り
。

今
洞
雲
貞
享
本
及
び
萬
光
本
に
就
て
見
る
に
、
爾
本
共
に
書
者
に
依

る
改
易
あ
り
、
眞
蹟
辮
道
話
の
原
文
を
如
實
に
示
す
も
の
に
非
る
こ
と

を
知
る
。
即
ち
洞
雲
貞
享
四
年
暮
冬
、
其
の
輯

む
る
正
法
眼
藏
拾

遺

永
平
辮
道
話
流
通
考

(績
)
 (遠

藤
)
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永
平
辮
道
話
流
通
考

(績
)
(遠

藤
)

(前
出
)
の
識
語
に
言
ふ
。
曰
く
、
『元
租
手
書
國
字
之
眞
本
在
丹
波
國

マ
マ

マ
マ

園
部
徳
雲
繹
寺
。
其
墓
書
在
大
乗
寺
。
依
其
本
写
之
。
今
復
鮎
写
國
字

片
假
名

者
也
。』
と
。
(按
。
依
其
本
写
之
と
は
洞
雲
の
延
寳
六
年
所
爲
本
を

言
ふ
か
)
帥
ち
眞
蹟
に
於
け
る
平
假
名
、
攣
髄
假
名
を
ば
片
假
名

に
更

改
す
と
言
ふ
な
り
。
(洞
雲
が
再
爲
に
於
て
片
假
名
に
貼
爲
す
る
所
以
は
、
蓋

し
辮
道
話
を
其
の
正
法
眼
藏
拾
遺
に
編
入
す
る
に
當
り
、
之
を
先
に
貞
章

四
年

夏
自
ら
全
爲
し
、
拾
遺
と
峡
を
同
じ
う
す
る
梵
清
本
正
法
眼
藏
(前
出
)
が
多
く

片
假
名
を
用
ふ
る
に
封
慮
せ
し
め
た
る
も
の
か
)
同
本
オ
、
ヲ
の
匿
別
を
,設

け
ず
、

悉
く
ヲ
と
書
せ
る
は
共
の
所
由
不
審
な
り
。
但
同
爲
本
に
於
て

元

『
超
開

脱
落
』
と
せ
る
如
き
は
、
後
に
晃
全
本
正
法
眼
藏
を
的
實
に
書

關

爲
す
と
見
ら
る
」
元
緑
五
年
六
月
可
山
洞
挽
爲
正
法
眼
藏
巻
第
九
十
五

マ
マ

(關
イ
ニ)

巻

(前
出
。
按
。
五
下
巻
街
欺
)
が

『
超
開
脱
落
』
と
な
す
と
揆
を

一
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
是
れ
或
は
眞
蹟
に
干
係
す
る
と
こ
ろ
あ
る
か
と
し

還
(朱
)

て
留
目
す
べ
し
。
又
洞
雲
再
爲
本
が

『
凡
聖
含
璽

バ
カ

ヘ
ツ
テ
』
と
せ

る
は
、

眞
蹟
に

『
か
へ
て
』
と
あ
る
を

『
カ

ヘ
ツ
テ
』
と
促
音
記
號
を

添
へ
、
漢
字
に
て
は
還
を
充

つ
べ
し
と
し
、
朱
を
以
て
之
を
註
記
せ
る

如
き
、

其
の
用
心
の

一
端
を
見
取
す
べ
し
。

洞
雲

の
延
寳
本
に
依
る
と
見
ら
る
』
萬
光
本
亦
改
易
を
加

へ
、
既
に

洞
雲
の
延
寳
本
に
非
ず
。
印
ち
萬
光
の
寳
暦
五
年
夏
所
爲
本

(旭
傳
院

藏
)
に
言

ふ
如
く
、
洞
雲
の
延
寳
六
年
秋
徳
雲
寺
藏
眞
蹟
辮
道
話

の
墓

書
に
依

て
謄
爲
す
る
所
に
就
て
、
元
文
四
年
六
月

『校
正
國
字
之
儒
。

(前
出
。
按
。
儒
原
作
講
欺
)』
(衛
藤
印
鷹
著

正
法
眼
藏
序
説

昭
和
三
十

二
年
序
)
と
な
す
。
郎
ち
假
名
の
講
を
校
正
す
と
言

ふ
に
由
り
、
寳
暦

爲
萬
光
本
は
洞
雲
の
延
寳
本
と
異
る
あ
る
を
知
る
べ
し
。
乃
ち
衛
藤
即

慮
校
訂

正
法
眼
藏
辮
道
話
の
校
合
に
依
用
せ
る
萬
光
本
に
就
て
稽
ふ

る
に
、
底
本
と
せ
る
永
平
寺
版
と
異
る
語
句
の
註
記
十
五
を
見
る
。
今

萬
光
本
を
以
て
、
之
と
所
依
を
同
じ
う
す
る
洞
雲
の
貞
享
本
と
封
校
す

る
に
、
註
記
に
見
ゆ
る
脱
文
異
文
に
し
て
洞
雲
貞
享
本
に
合
致
せ
ざ
る

も
の
十

一
を
算
す
。
其
の
中
に
は

『
校
正
國
字
之
講
』
と
な
す
も
、
假

名
の
改
易
に
止
ら
ず
、
洞
雲
貞
享
本
は
固
り
、

其
の
他
傳
爲
の
諸
本
に

絶
え
て
見
ざ
る
語
句
亦
若
干
あ
り
。
是
れ
蓋
し
萬
光
本
が
其
の
臆
度
に

依
り
更
改
せ
る
も
の
と
し
て
、
此
に
同
本
を
以

て
眞
蹟
の
墓
書
に
依
る

洞
雲
謄
爲
に
專
ら
從
ふ
と
見
徹
す
べ
か
ら
ざ
る
を
思
ふ
べ
し
。

天
明
八
年
玄
透
開
版
辮
道
話
は
、其

の
刊
刻
縁

起
に
言
ふ
如
く
、
眞
蹟

を
爲
す
も
の
と
し
て
、
題
名
、
識
語
の
眞
蹟
を
墓
刻
し
、
其
の
艸
假
名

中
に
は
現
在
す
る
永
平
の
眞
蹟
に
見
る
も
の
と
能
く
相
省
て
、
眞
蹟
を

墓
せ
る
も
の
と
な
す

べ
き
あ
り
、
叉
他
の
傳
爲

に
於
て
は
凡
て
改
易
を

経
る
言
句
に
し
て
、
此
に
は
眞
蹟
に
依
る
に
非

れ
ば
見
る
べ
か
ら
ざ
る

『
あ
は
れ
ん
へ
し
』
の
存
す
る
な
ど
、
既
に
浬
滅
す
と
見
倣
さ
る
」
其

の
眞
蹟
を
髪
髭
せ
し
む
る
も
の
あ
り
。
(玄
透
本
に
『
も
と
も
あ
は
れ
む
へ

し
』
(十
七
丁
左
)
と
共
に
、
『
あ
は
れ
ん
へ
し
ま
な
こ
い
ま
た
ひ
ら
け
す

ご

マ
マ

マ
マ

」
う

な

ほ

ゑ

い
に

あ

る

こ

と

お
』

(
七

丁

左
)
、
『
む

か

し

す

て

に
あ

り

き

い
ま

の
よ

に

な

か

ら

ん

や

も

と

も
あ

は
れ

ん

へ
し
』

(
九

丁

右
)

の
如

く

『
あ

は

れ

む

へ
し
』
、
『
あ

は

れ

ん

へ
し
』

を
併

せ
用

ふ

る

こ

と

を

知

る
。

『
あ

は

れ

ん

へ
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し
』

は
、
眞
蹟

の
山
水
経
、

行
持
、

懐
弊
爲
佛
性

に
通

じ
て
数
例

あ

り
。
此

の

種

の
昔
便

に
類

す
る
も
の
は
、
永
平
手
艸
に
屡

々
見
る
所
な
る
も
、
其

の
太

だ

流
暢
な

る
を
思

ふ
べ
し
。
眞
蹟

に
は
'『
む
』
を

『
ん
』

と
表
記
す

る
例

少

か

ら

ず
。
『
い
ま
し
ん
』
(嗣
書
)
、
『
つ
も
ら
し
ん
る
』

(
嗣
書
)
、
『
も
と
め
し
ん

る
』

(行
持
)
、
『
か
な
し
ん

へ
し
』
(嗣
書
、

行
持
)

の
如
し
。
是
等

は

『
か
な
し
む

へ
し
』

と

『
か
な
し
ん

へ
し
』

の
如
く
、

何

れ
も
併

せ
用
ふ
る
所

な

り
。
或

は

又

『
も
』
を

『
ん
』

と
記
す
あ
り
。

印
ち

『
佛
な
り

と
い

へ
と
ん
』
(
佛
性
)
の

如
し
。

思
ふ
に
是
等

は
眞
蹟

に
見
る
如
く
、

永
平

の
文
を
草
す
る

や
、
下

筆

紳

あ
る
に
似
た
る
を
、
意
先

に
し

て
筆
之
を
逐
ふ
に
妙

速
猫
ほ
及
ば

ず
、
爲

め

に

毫
端
風

雨
奔
り
、
飛
鳥

の
虚
室

に
舞

ふ
如
き
あ
り
。

而
し
て
今

の

『
あ

は

れ

む

へ
し
』

と
共

に

『
あ
は
れ
ん

へ
し
』
あ
る
如
き
は
、

是
れ
會

々
音
韻

に
從

つ

て

之
を
爲

せ
る
に
由

る
も

の
か
。
但

此
の
種

の
表
記

は
、
後
永
平
下
初
期

門

流

の

傳
爲

に
於

て
既
に
語
法
に
準

じ
て
改
易

せ
ら
れ
、

之
を
見
ざ
る
に
至
り

し

こ

と

諸
本

の
示

す
が
如

し
。)

玄

透

本

辮

道

話

の

『
あ

は
れ

ん

へ
し
』

の
如

き
、

同

本

を

外

に

し

て

は
諸

爲

本

皆

『
あ

は
れ

む

へ
し
』

と
す

る
に

よ

つ

て

臆

ふ

に
、

是

れ

亦
眞

蹟

の
存

在

せ
し

謹

左

と

し

て
注

目

す

べ
し
。

又

同

ハ
ム
タ
ウ

ト
ツ
ラ
ク

ヰ

ム

ユ

ヒ
ム

本
に
於
て
漢
字
に
は
概
ね
振
假
名
を
施
す
中
に
辮
道
、
脱
落
、
雲
遊
捧

キ

シ
ョ
ウ
チ
ソ

寄
、
紹

定
の
如
き
華
音
あ
り
。
華
音
の
振
假
名
は
永
李
眞
蹟
及
び
其

の
撰
述
の
古
爲
本
に
屡
々
見
る
所
な
る
も
、
眞
蹟
辮
道
話
に
此
の
種
の

振
假
名
存
せ
し
や
否
や
明
か
な
ら
ず
。
正
法
寺
本
、
洞
雲
再
爲
本
等
之

を
傳
ふ
る
も
の
無
し
。
是
れ
或
は
玄
透
本
の
上
梓
に
於
て
加
添
す
る
所

あ
る
か
。

玄
透
本
の
眞
蹟
に
依
り
し
こ
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
、
同
本
を
以

て
誤
爲
無
く
、
又
改
易
無
し
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
今
全
篇
…を
通
じ
、
語

法
に
違
ひ
、
假
名
遣
の
講
と
見
倣
さ
る
べ
き
も
の
耳
多
き
に
過
ぐ
と
見

ゆ
る
は
太
だ
異
む
べ
し
。
即
ち
永
卒
の
眞
蹟
に
就
て
校
ふ
る
に
、
其
の

語
法
に
構
は
ず
、
假
名
遣
に
於
て
時
に
『
へ
、
え
、
ゑ
』
、『
お
、
を
、
ほ
』
、

『
い
、
ゐ
、
ひ
』
、
『
ふ
、
う
』
を
混
用
す
る
如
き
は
、
當
代
の
筆
記
志

料
に
徴
し
其
の
通
習
な
る
を
知
る
べ
く
、
固
り
各
宗
祀
師
等
皆
之
を
冤

れ
ず
、
猫
り
永
卒
に
の
み
存
す
る
に
非
る
を
察
す
べ
し
。
然
る
に
後
の

書
爲
す
る
者
、
多
く
是
等
に
補
正
を
加

へ
ん
と
す
る
も
、
之
を
訂
刷
せ

ん
と
し
て
却
て
原
の
正
、き
を
謬
り
易
ふ
る
も
の
亦
無
き
に
非
ず
。
今
玄

透
本
に
於
て
、
語
法
に
違
ひ
、
假
名
遣
を
調
る
も
の
霧
し
と
錐
も
、
之

を
孜
細
に
勘
ふ
れ
ば
、
或
は
誤
爲
し
、
或
は
臆
断
を
以
て
妄
り
に
改
易

す
と
見
倣
す
べ
き
も
の
少
か
ら
ず
。
印
ち
今
の
所
謂
助
詞

『
を
』
た
る

べ
き
に
、
『
を
』
、
『
お
』
を
混
用
し
、
甚
し
き

に
至
り
て
は

}
行
中
或

は

『
を
』
と
し
、
或
は

『
お
』
と
す
る
も
の
あ

り
、
而
し
て
其
の
『
お
』

と
刻
す
る
も
の
殆
ど
五
十
に
垂
ん
と
す
る
か
。
然
る
に
現
在
す
る
永
季

の
眞
蹟
に
就
て
見
る
に
專
ら

『
を
』
を
用

ふ
る
を
以

て
、
玄
透
本

の

『
お
』
五
十
例
に
迫
る
如
き
は
、
蓋
し
共
の
壽
梓
に
於
て
改
易
せ
る
も

の
と
謂
つ
べ
し
。

叉

『
へ
』
を

『
つ
』
に
誤
り

(後
述
)
、
或
は
又

『
な

ほ
』
た
る

べ
き

に

『
な
お
』
(七
例
か
)
、
『
な

を
』
(
一
例
)
あ
る
如
き

は
、
現
在

の
眞
蹟
が
專
ら

『
な
ほ
』
と
な
す
の
み
な
る
に
よ
り
、
是
れ

誤
爲
と
見
倣
し
得
べ
し
。
帥
ち
眞
蹟
の

『
ほ
』

は
多
く
眞
字

『本
』
の

永
李
辮
道
話
流
通
考

(績
)
(遠

藤
)
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永
平
辮
道
話
流
通
考

(績
)
(遠

藤
)

草
髄
に
依
る
攣
膿
假
名
を
用
ふ
る
が
故
に
、
輕
妙
な
る
速
筆
に
よ

つ
て

は

一
見

『
お
』
或
は

『
を
』
に
肯
た
る
も
の
少
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
此

に
原
の

『
な
ほ
』
を

『
な
お
』
、
『
な
を
』
と
誤
り
爲
し
た
る
も
の
と
言

ふ
べ
き
が
如
し
。
又
同
本
の

『
と
お
く
』
は
、
是
れ
亦
現
存
眞
蹟
の
如

く

『
と
ほ
く
』
と
あ
り
し
こ
と
を
・察
す
べ
し
。
さ
れ
ば
今
玄
透
本
に
於

て
誤
爲
、
改
易
と
目
さ
る

語
彙
を
眞
蹟
に
見
る
同

一
語
を
以
て
訂
さ

ば
、
或
は
其
の
原
文
に
復
し
得

べ
き
も
の
少
か
ら
ざ
る
べ
き
か
。
乃
ち

総
じ
て
玄
透
本
に
見
る
假
名
遣

の
講
は
、
原
、
永
平
が
當
代
の
通
習
に

依
り
し
も
の
を
外
に
し
て
は
太
だ
少
れ
に
、
從
て
同
本
に
見
る
論
の
中

に
於
て
、
其
の
多
く
は
上
木
に
臨
ん
で
改
易
を
加
へ
た
る
も
の
と
謂

つ

べ
し
。

又
臆
ふ
に
玄
透
本
に
於
け
る
鮮
句
の
誤
爲
、
改
易
と
見
ら
る
」

も
の
」
中
に
は
、
後
の
永
平
寺
版

正
法
眼
藏
辮
道
話

(寛
政
八
年
刻
)

の
承
襲
す
る
所
と
な
り
、
亦
長
き
に
亘
り
學
人
之
を
依
用

し
て
異
ま

ず
、
思

は
ず
し
て
用
ふ
る
者
は
之
を
以
て
眞
蹟
に
隷
る
辮
道
話
の
原
文

と
見
倣
す
べ
く
、
而
し
て
又
共
の
會
し
難
き
に
困
む
時
、
恐
く
は
臆
度

し
て
以

て
檀
に
附
會

の
読
を
成
す
に
至
ら
ん
。
乃
ち
此
に
其
の
特
に
留

目
す
べ
き
語
句
若
干
に
就

て
校
勘
を
加

へ
、
後
の
討
究
に
備
ふ
る
要
あ

り
と
な
す
所
以
な
り
。

玄
透
本

三
丁
右
、
『
大
師
繹
奪
塞
山
會
上
に
し
て
』
の
下
、
『
か
く
の

こ
と
く
輩
傳
し
て
お
の
つ
か
ら
六
租
大
鑑
輝
師
に

い
た
る
こ
と
き
云

々
』
に
於

て

『
こ
と
き
』
と
せ
る
、
眞
蹟
に
は

『
こ
の
と
き
』
と
あ
り

し
も
の
か
。
翻
ち
洞
雲
本
は
之
を
明
か
に

『
ロ
ノ
ト
キ
』
と
し
、
龍
珠

院
本

(前
出
)
亦

『
こ
の
と
き
』
と
な
す
。
遡

て
今

の
通
行
本
辮
道
話

の
艸
案
と
目
さ
る

正
法
寺
本

(前
出
。
正
慶
元
年
十

一
月
旨
國
爲
本
に

依
り
、
永
正
十
二
年
八
月
正
法
寺
良
椿
爲
)
に
は
明
白
に
漢
字
を
以
て

『此

ノ
時
』
と
な
す
を
以
て
、
是
れ
最
も
擦
る
べ
き
も
の
と
な
す
べ
き
か
。

洞
雲
爲
延
寳
本
の
後
、
卍
山
本

(前
出
。
天
和
四
年
春
序
)
は

『
ロ
ノ
ト

キ
』
と
し
、
晃
全
本
正
法
眼
藏
辮
道
話

(前
出
。
元
緑
初
頭
)
を
謄
爲
す

る
可
山
本

(前
出
。
元
緑
五
年
六
月
)
に

『
こ
の
と
き
』
、同
じ
く
寛
巖
本

(前
出
。
元
緑
六
年
)
に
亦

『
此
の
時
』
と
見
ゆ
。
其
の
他
諸
本
皆

『
こ

(十
二
年
)

の
と
き
』
と
な
す
に
、
濁
り
寳
暦
壬
午
面
山
拝

賛
本

(前
出
)
が

『
こ

と
き
』
と
す
る
に
、
面
山
集

拾
遺
正
法
眼
藏

第

一
辮
道
話

は
却

て

『
コ
ノ
ト
キ
』
に
作
る
。
玄
透
本
に
先

つ
本
光

の
正
法
眼
藏
参
註

辮

道
話

(前
出
。
明
和
七
年
夏
)
は
本
文
に

『
是
ノ
時
』
と
な
す
。
本
光
其

の
本
文
に
於
て
面
山
本
に
負
ふ
所
少
か
ら
ざ
る
を
見
る
に
、
今
は
之
に

依
ら
ず
異
本
を
澤
る
は
、
是
れ
其
の
宜
し
き
に
從
ふ
と
な
す
も
の
か
。

後
の
父
幼
老
卵
撰

正
法
眼
藏
那

一
寳

(寛
政
三
年
春
序
)
亦

『
こ
の
と

き
』
に
作
る
。
是
に
由
て
臆
ふ
に
玄
透
本

の

『
こ
と
き
』
は
面
山
本

(寳
暦
拝
賛
本
所
依
軍
本
)
に
依
て
改
刷
す
る
所

か
。
而
し

て
永
平
寺
版

正
法
眼
藏
辮
道
話
が

『
コ
ト
キ
』
と
せ
る
は
是

れ
玄
透
本
に
從
ふ
か
、

或
は
面
山
本

(軍
本
)
に
依
る
所
か
。
思
ふ
に

『
こ
と
き
』
に
て
は
文

意
通
じ
難
く
允
當
な
ら
ず
。
印
ち
眞
蹟
に
は

『
こ
の
と
き
』
と
あ
り
し

も
の
と
見
倣
す
べ
き
が
如
し
。

同
本
六
丁
右
。
『
草
木
矯
壁
は
よ
く
凡
聖
含
霊

の
た
め

に
宣
揚
し
、
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凡
聖
含
霊
は
か
つ
て
草
木
籍
壁
の
た
め
に
演
暢
す
』
に
於
け
る

『
か
つ

て
』
は
意
通
じ
難
し
。
臆
ふ
に
是
れ
眞
蹟
の

『
か

へ
て
』
を

『
か
つ
て
』

と
誤
爲
せ
る
も
の
か
。
」即
ち
凡
そ
筆
蹟

『
へ
』
と

『
つ
』
は
屡

々
剣
別

し
難
く
、

永
平
眞
蹟
に
於
て
亦
然
り
。
但
此

の
語
正
法
寺
本
に
見
え

還

(朱
)

ず
。
洞
雲
本
は

『
カ
ヘ
ツ
テ
』
(前
出
)
と
し
て
、
促
音
表
記
の
ツ
を
添

へ
更
に
右
傍
に
朱
を
以
て
眞
字
還
を
註
記
す
。
然
る
に
辮
道
話
に
は
、

原
、
促
音

の
表
記
を
見
ざ
り
し
か
。
郎
ち
同
書
が
當
代

の
通
習
に
依

り
、
『
も

は
ら
』
、
『
も
て
』
、
『
ま
た
く
』
、
『
も
と
も
』
等
と
な
す
如
し
。

乃
ち
洞
雲
本
は
眞
蹟
に

『
か

へ
て
』
と
あ
り
し
を

『
カ
ヘ
テ
』
と
爲
し
、

是
れ
眞
字
還
の
和
訓
な
る
に
よ
り
朱
を
以
て
還
を
註
記

せ
る
も
、
『
カ

ヘ
ツ
テ
』

の
義
な
り
と
し
て
更
に
小
字
を
以
て
促
音
の
ツ
を
左
に
挿
入

せ
る
も
の
か
。
印
ち
洞
雲
本
は
毎
行
十
七
字
と
せ
る
を

以
て
、
『
カ

ヘ

テ
』
の
行
亦
十
七
字
と
し
て
謄
爲
せ
る
も
、
『
カ
ヘ
ツ
テ
』
な
る
を
示

さ
ん
と
し
、
改
め
て

ヘ
テ
の
中
間
左
に
小
字
の
ツ
を
書
き
添
へ
た
る
も

の

如
く
に
見
ゆ
。
而
し
て
故
ら
に
促
音
の
ツ
を
左
に
挿
め
る
は
原
本

に
無
き
を
示
す
の
意
を
寓
す
る
も
の
か
。
龍
珠
院
本
に

『
か
へ
つ
て
』

と
見
ゆ
る
に
、
可
山
本
が

『
か
つ
て
』
と
し
、
寛
巖
本
に

『
か

へ
て
』

と
な
す
を

以
て
、
三
本
の
所
依
た
る
晃
全
本
は
明
か
に

『
か
へ
て
』
な

り
し
こ
と
推
し
て
知
る

べ
き
な
り
。
同
所
を

『
カ
ッ
テ
』
に
作
る
も
の

に
、
古
く

は
既
に
卍
山
本
あ
り
、
後
に
面
山
本

(軍
本
)
、
同
拾
遺
本
あ

り
。
本
光
参
註
は

『
還
ッ一
.』
、
老
卵
那

一
寳
は

『
か

へ
つ
て
』
と
な
す
。

是
に
由
り

『
か
つ
て
』
に
作
る
は
、
何
れ
も
原
の

『
へ
』
を
誤

つ
て

『
つ
』
と
爲
せ
る
に
因
る
と
謂
ふ
べ
し
ひ
而
し
て
原
促
音
表
記
無
き
に

よ
ら
ば
、
玄
透
本
等
の

『
か
つ
て
』
と
せ
る
は
誤
爲
な
る
こ
と
に
因
り
、

て
、
却
て
原

『
か
へ
て
』
と
あ
り
し
こ
と
を
讃
す
る
も
の
と
な
す

べ
し
。

從
て
諸
本
中

『
か
へ
つ
て
』
に
作
る
は
、
促
音
表
記
の
流
布
せ
る
後
世

の
繕
爲
な
る
を
語
る
も
の
な
り
。

同
本
十
丁
左

『
即
座
成
佛
の
む
ね
さ
ら
に
又
か

」
み
の
う
ち
の
か
け

な
り
』
に
見
る

『
即
座
成
佛
』
は
、
諸
本
中
濁
り
玄
透
本
に
の
み
存
す

る
か
。
是
れ
太
だ
不
審
な
り
。
郎
ち
從
來
正
法
寺
本
以
降
洞
雲
本
等
何

れ
も
之
を

『
印
座
成
道
』
に
作
る
を
以
て
な
り
。
而
し
て
後
の
永
平
寺

版

正
法
眼
藏
辮
道
話
が

『即
坐
成
佛
』
と
せ
る
は
、
是
れ
專
ら
玄
透

本
に
撮
れ
る
徴
謹
と
な
す
べ
し
。

永
平
辮
道
話
流
通
考

(績
)
(遠

藤
)
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